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第3章：ダイナミック・システム：　変化をとらえるパラダイムを求めて

報告者：小島康次
　この章は、非線形ダイナミック・システムの概念を質的かつ非数学的に紹介することを目的としている。ダイナミックシステムズアプローチの概念が発達現象の解明に貢献する道は幾つかあるが、もっとも重要なのは、それが個体発生の「変化のプロセス」を理解し表現するための強力な道具になるということである。これまでも多くの理論家によって発達の「変化のプロセス」を静的にではなく動的にとらえる試みがなされてきたが、十分に捉え切れたとは言えない状況があった。それでは「変化のプロセス」を動的に表現するとはどのようなことであろうか。
「変化のプロセス」は当然のことながら時間の変化を主たるパラメーターとするものでなければならない。また、それを動的に表現するためには、予め到達点を定めずに、ローカルな要因の相互作用によって最終的な姿が立ち上がるようなものでなければならない。それを実現するには、人間の発達を非線形のダイナミック・システムという、一般性をもった原理に依存しているとみる見方を採ること以外にはない。
これまで発達研究者は、個体発生のプログラムを発見すべく莫大な努力を傾注してきたように思われる。古典的な「生得－経験」論争は、発達がどこからもたらされるのかを理解したいという欲求の現われと見られる。現代の発達研究者は、少なくとも理論的には、発達が生得的に決定された過程と環境からの入力との“相互作用”の結果であるとする見方を採ることによって、上記の要請に答えられたかのように振舞ってきた。相互作用主義あるいは交互作用主義は誰にとっても反論のしにくい包括的な理論であり、「生得－経験」という二分法に一応の決着をつける切り札として使われてきたのである。しかし、実は相互作用主義として受け入れられてきた立場は発達的変化の全体像を説明する上で全く不十分なものなのである。生得的な決定論が誤っていることはもはや言うまでもない。素朴な環境論のもつ理論的な困難も論じるまでもないであろう。相互作用主義者の立場は、そうした二つの論理的に擁護できない見方を結びつけるだけで、その結合がどのようにして両方の見方が根本的にもっている論理的な困難を解消するかという本質的な問題に関しては何の解決法も持っていないのである。したがって、相互作用主義が生得的要因と環境的要因がどのように互いに働くかという正確なプロセスやメカニズムを明らかにすることは原理的に不可能であり、これまでこの種の研究が「相互作用」という用語の同語反復的な置き換えで事足れり、とせざるを得なかったことがその間の事情を如実に物語っている。
ダイナミックシステムズアプローチは、人間発達の到達点が複雑で独特なものだとしても、そこに到達するまでのプロセスは、たとえ単純な生き物であっても、ある程度複雑な物であれば無生物であっても、基本的に同じであると考える。そのプロセスは秩序発生と複雑性の問題、すなわち多くの個別の部分の協調によって、どのように全体の構造とパターンが生起するのかということに関係しているからである。ダイナミックシステムズアプローチは、物理学、化学、数学から始まったものであるが、少数の予見的な生物学者達は、早い時期から非線形のダイナミックスと生物システムとの関連性を論じてきた（e.g. von Bertalanffy, 1968; Waddington, 1977）。ここ十数年の間に、そうした原理を発達の問題に適用する本格的な研究が見られるようになってきた（e.g. Kelso, Mandell, and Shlesinger, 1988）。
生物をダイナミックシステムとみるとは、生物体を閉鎖系としてではなく開放系（散逸系）としてみることを意味する。言い換えれば、生物体の最終状態が、成熟への出発点において実現されないということを基本的に仮定するのである。ダイナミックシステムズアプローチは、多様で、異質で、流動的な局所的効果から、如何にして全体的な発達の軌跡が生起するのかを説明することを目標としている。したがって、発達の過程において、変化し流動する、課題に敏感な局所的活動を単なる撹乱要因と見るのではなく、それこそが発達的変化を産出するプロセスだと考えることが可能となるのである。

　ダイナミック・システムの原理は科学横断的で、それ自体が極度に一般的であるために、このアプローチ全体を経験的に証明することが可能かどうかについて未だ結論は出ていない。しかしながら、まだ限られた探索的方法に過ぎないものではあるが、この原理によって、これまで発達研究が積み重ねてきた事実や発達の具体的な予測が、より強力な枠組みによって確証されうることは確実である。
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